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医療バランスト・スコアカードのコネクションおよび進化 

Taiwan Healthcare Industry Balanced Scorecard Association (THBSC) 
2015 Annual Meeting and International Symposium: 

The Connection and Development of Healthcare Balanced Scorecard 
 

主催者 

台北市衛生局・台湾健康産業 BSC管理協会・馬偕記念病院 

日 程 

2015年 6月 27日（土）8:30～17:00 

場 所 

馬偕記念病院（台湾台北市中山北路二段 92 号） 

日本からご参加したい方へ 

1．医療 BSCに興味がある方ならどなたでも参加可能です。参加費は無料です。 

2．航空券および宿泊先の手配はご自分でお願いします。 

ポスター発表を希望される方へ 

日本の方によるポスター発表は大歓迎です。人数の制限はありませんので，たくさんのご応募

をお待ちしております。ポスター発表の応募にあたっての注意事項は下記の通りです。 

1．応募について 

① 応募の方法：ワードで作成した「ポスター発表の概要」（A4サイズ 1枚）を応募の書類

とさせていただきます。 

② 「ポスター発表の概要」の作成方法は 3ページをご参照ください。 

③ 「ポスター発表の概要」は添付ファイルにて下記の応募先までご提出ください。 

④ 応募の締め切り：2015 年 5月 25 日（月） 

2．大会当日のポスターについて 

① ポスターは下記のサイズでご作成ください。（縦長にしてください） 

  縦：160センチ   横：80センチ 

② ポスターはご自分で会場までご持参ください。大会当日，受付へご提出ください。 

3．その他 

① 「ポスター発表の概要」および「ポスター」は英語または中国語でご作成ください。 

② 応募先・お問い合わせ先 

日本大学商学部  劉 慕和 
Email   thbsc.japan@gmail.com 
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大 会 プ ロ グ ラ ム 

時 間 内 容 報 告 者 

08:30～09:00 受 付 

09:00～09:20 挨 拶 

台湾健康産業 BSC管理協会理事長 陳進堂 

馬偕記念病院院長 楊育正 

来 賓 

第 1部    財団法人演繹基金会会長 石曜堂 

 

09:20～09:40 
 

09:40～10:00 
 

10:00～10:20 
 

10:20～10:40 
 

BSC巨匠フォーラム 

① 医療経営におけるトップマネ
ジメントの戦略的思考 

② Trends in HBSC in Japan and 
Worldwide 

③ トップ 100 企業の BSC による
戦略的マネジメントの動向 

④ 台湾の医療 BSC におけるコネ
クションおよび進化 

演 説 者 

①（台湾）中国医薬大学公共衛生学部部長 
蔡文正 

② 日本大学商学部教授 髙橋淑郎 
日本医療 BSC研究学会会長 

③ 安元コンサルティング代表取締役 
于泳泓 

④ 台湾健康産業 BSC管理協会理事長 
陳進堂 

10:40～11:30 総合討議 

11:30～13:00 昼 食 

第 2部    座長 蔡文正教授 

13:00～13:40 
台北市衛生局における BSCの戦略的

プランニング 
台北市衛生局局長 黃世傑 

13:40～14:30 

Application of hospital balanced scorecard 

for the management of an university 

hospital -- Consideration through an 

experience of the management reform of 

Surugadai Nihon University Hospital 

日本大学医学部小児科学主任教授 高橋昌里 

日本医療 BSC研究学会理事 

14:30～15:00 総合討議 

15:00～15:10 休 憩 

第 3部    座長 楊銘欽教授 

15:10～15:50 
BSCによるコミュニティ病院のサー

ビス・モデルの構築 
汐止国泰病院院長 簡志誠 

15:50～16:30 リーンと BSC 馬偕記念病院副院長 張文信 

16:30～17:00 総合討議 

17:00 大会終了 
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（ポスター発表の概要） 

タイトル 

 

氏 名 

所 属 

 

1. Keyword 

（１つ～３つ程度） 

 

 

2. Objectives 

 

 

 

 

 

 

3. Methods 

 

 

 

 

 

 

4. Results and Discussion 

 

 


